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１ 平鹿地域振興局福祉環境部（横手保健所・南福祉事務所）沿革

○保健所沿革 ○福祉事務所沿革

昭和19.10 旧横手簡易保険健康相談所が廃止 昭和20. 4 平鹿地方事務所内政課「厚生係」

され、横手市大町上丁17番地に所 を設置。

在する旧四十八銀行を改造して横

手保健所を設置。平鹿郡24ヵ町村

が管轄区域となる。

22. 9 昭和12年公布施行の保健所法が全

面改正された。

25. 4 横手保健所内規で、総務係・衛生

係・保健予防係・普及係を設置。 26. 3 社会福祉事業法制定・公布。

27. 4 県行政機構の改正により県内各保 26.6.1施行（一部26.10.1）

健所に課制が施かれ、横手保健所 都道府県及び市は「福祉事務所」

に総務課・予防課・衛生課が設置 を設置。

された。 26.10 経過措置として県は各地方事務所

4 秋田県横手優性保護相談所が併置 に民生課を設置。

された。 「平鹿地方事務所民生課」設置。

29. 5 市町村合併促進法施行に伴い、管

轄区域1市5町2村となる。

30. 7 課制が廃止され、所長補佐制とな 30. 9 機構改革により地方事務所民生課

る。 から福祉事務所となる。（県内８

33. 4 係制が施かれ、横手保健所に総務 事務所）

係･衛生係･予防係が設置された。 「平鹿福祉事務所」設置。

11 庁舎改築工事施工。

34. 3 庁舎竣工。

35. 9 保健所の各型別・人口別の格付の

実施により、農山漁村型Ｒ３と格

付された。

40. 4 「庶務係」「保護係」「福祉係」

42. 5 所長補佐制廃止。課制が施かれ、 の３係制となる。

横手保健所に総務予防課・衛生課

が設置され、総務予防課に保健係

が新設された。

45. 4 次長制が施かれ、衛生課に試験検

査係が新設された。

7 現庁舎の新築工事に着工。

46. 6 庁舎竣工。

47. 4 課の名称変更。総務予防課が健康

管理課となり、同課に公害係が設

置され、予防係が指導係と管理係

に分離された。衛生課が衛生指導

課となり、同衛生係が食品衛生係

と環境衛生係に分離設置された。

49. 4 「民生課」「保護課」の２課制と

50. 5 課の名称変更。衛生指導課が環境 なる。

指導課に改称、同課に公害係を編

入替。
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昭和51. 4 管理係が指導係に統合「指導係」

に、環境衛生係が公害係と合併

「環境公害係」となり２課６係と

なる。

4 保健所の型別・人口別格付変更。

Ｒ４となる。

4 横手保健所所在地表示変更。横手

市旭川１丁目３番46号。

昭和54. 4 「総務課」が新設され、総務課・

民生課・保護課の３課制となる。

57. 4 「県民生活課」が新設され、民生

課・保護課・県民生活課の３課制

となる。

60. 4 環境指導課の食品衛生係が食品衛

生課に昇格、健康管理課が健康指

導課に改称され、 ３課６係となる。

61. 4 環境指導課の試験検査係が試験検

査課に昇格し、細菌検査係と理化

学検査係を新設し、４課７係となる。

62.10 会議室の増築工事に着工。

63. 1 会議室竣工。

平成 4. 4 試験検査課の理化学検査係と細菌

検査係が廃止され、４課５係とな

る。

5. 4 係制が廃止され、担当制となる。 平成 5. 4 機構改革により、「総務企画課」

6. 4 健康指導課の指導担当と保健担当 「地域福祉課」「県民生活課」の

を組織改正し、総務担当・企画担 ３課制となる。

当・健康増進担当・疾病担当の４

担当となる。

6. 7 地域保健法一部施行。

8. 9 優性保護法の廃止に伴い、秋田県 8. 4 県民生活課は地方部に移行し、

横手優性保護相談所が廃止された。 「総務企画課」「地域福祉課」の

9. 4 地域保健法の本格施行。 ２課制となる。

11. 4 感染症新法（感染症の予防及び感

染症の患者に対する医療に関する

法律）施行。

12. 4 県行政機構の改正により、横手保健所と平鹿福祉事務所を統合し、横手平鹿健康

福祉センターを新設。

センター内に横手保健所及び平鹿福祉事務所を設置。

4 担当制が廃止され班制となり、総務企画課に総務班と企画・高齢者班、保健福祉

課に児童・障害者班と生活保護班、健康・予防課に健康増進班と疾病予防・医薬

班、環境指導課に食品衛生班と環境・公害班、試験検査課に試験検査班の５課９

班に所内機構が改編される。

13. 4 センター内に中央児童相談所南支所を設置。

14. 4 所内機構が改編され、総務企画課の総務班と企画・高齢者班を統合し総務・企画

班に、また、保健福祉課には、新たに相談調査班（中央児童相談所南支所）が設

置された。

14. 8 センター増築工事に着工。
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15. 4 県の行政機構改正により地域振興局体制になり、横手平鹿健康福祉センターを改

め平鹿地域振興局福祉環境部となる。また、総務班が総務企画部に集中化され、

総務・企画班が企画調整班となると同時に、児童・障害者班、相談調査班、生活

保護班を所管する企画福祉課が設置され、４課９班となる。

15. 5 平鹿地域振興局福祉環境部増築工事竣工。

17. 4 市町村合併に伴う組織再編により、福祉事務所は雄勝郡（２町村）を併せて所管

し、南福祉事務所となる。中央児童相談所南支所が体制強化され、南児童相談所

が新たに設置されたことにより、企画福祉課が企画調整班、児童・障害者班、生

活保護班の３班体制となり、部全体として４課８班となる。

17.10 横手市と平鹿郡（５町２村）が合併し横手市となる。市町村合併に伴う組織再編

により、南福祉事務所の所管区域が仙北郡（１町）と雄勝郡（２町村）となる。

20. 4 全庁的な班編制の見直しにより、企画福祉課は調整・障害者班、児童・生活保護

班の２班に、健康・予防課、環境指導課は、それぞれ健康・予防班、環境・食品

衛生班の１班となり、これに試験検査課・試験検査班を加えた４課５班体制とな

る。

22. 4 試験検査業務の全県集約化により試験検査課が H22年3月末で廃止され、３課４班

体制となる。

２ 管 内 略 図

美郷町

横 手 市

羽後町

名 称 所 管 区 域

平鹿福祉環境部 横手市 東成瀬村

仙北郡(美郷町)

南 福 祉 事 務 所 雄勝郡(羽後町)

〃 (東成瀬村)

横 手 保 健 所 横手市
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秋田県 横手市 備　　考

（km2） 11,637.52 692.80 
R4.1.1時点
　※全国都道府県市区町村別面積調（国土地理
院）

総 数 (人) 944,874 83,975 
R3.10.1現在
 ※秋田県年齢別人口流動調査（調査統計課）

男 (人) 445,824 39,585 　　〃

女 (人) 499,050 44,390 　　〃

(世帯) 385,720 31,012 　　〃

（％） 38.1 39.8 　　〃

(人) 49,096 4,335 R4.3.31現在

(人) 9,155 758 　　〃

世 帯 数 (世帯) 9,602 905 R3.8.1現在

児 童 数 (人) 13,628 1,350 　　〃

世 帯 数 (世帯) 1,353 143 　　〃

児 童 数 (人) 1,870 212 　　〃

病 院 65 4 R4.3.31現在

一 般 診 療 所 821 84 　　〃

歯 科 診 療 所 425 44 　　〃

医 師 (人) 2,444 210 R2.12.31現在

歯 科 医 師 (人) 619 58 　　〃

薬 剤 師 (人) 2,066 179 　　〃

看 護 師
准 看 護 師

(人) 14,458 1,296 　　〃

歯 科 衛 生 士 (人) 1,066 85 　　〃

(人) 410 38 R2.12.31現在

525 53 R4.3.31現在

店 舗 販 売 業 者 数 286 22 　　〃

卸 売 販 売 業 者 数 107 11 　　〃

配 置 販 売 業 者 数 76 4 　　〃

9,960 1,253 　　〃

444 39 　　〃

808 45 　　〃

322 19 　　〃

３　管 内 概 況

区　　分

面 積

世 帯 数

高 齢 化 率

身 体 障 害 児 ・ 者 数

知 的 障 害 児 ・ 者 数

行 政 保 健 師

薬 局 数

食 品 営 業 許 可 施 設 数

特 定 給 食 施 設 等 数

旅 館 営 業 所 数

公 衆 浴 場 数

人　
　

口

母
子
世
帯

父
子
世
帯

医
療
機
関
数

医
療
機
関
等
従
事
者

医
薬
品
販
売
業
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分野 番号 項目 単位 全国 秋田県 横手市 摘要

保健 ① 合計特殊出生率 （人） 1.33 1.24 1.42 
R2数値
(横手市の年齢区分別女子人口：県調査統計課公表H27
年国勢調査人口基準から)

② ３歳児う歯罹患率 （％） 18.8 11.8 16.3 R2数値

 死亡率（悪性新生物） （人） 306.6 432.9 416.1 R2数値（人口10万対）

③ 死亡率（心疾患） （人） 166.6 216.4 218.6 　〃

 死亡率（脳血管疾患） （人） 83.5 153.5 153.1 　〃

④ 自殺率 （人） 16.4 18.0 26.9 R2数値（人口10万対）

医療 ① 病床数 （床） 12.84 15.91 14.19 R2.10.1現在
（人口千人対）

② 医師数 （人） 269.2 254.7 220.5 R2.12.31現在の医療施設従事医師数
（人口10万対）

③ 薬剤師数 （人） 255.2 215.3 202.3 R2.12.31現在の医療施設従事薬剤師数
（人口10万対）

福祉 ① 高齢化率（65歳以上の割合） （％） 28.9 38.1 39.8 
全国は総務省統計局人口推計（R3.10.1）
秋田県及び横手市は秋田県年齢別人口流動
調査（R3.10.1）

生活保護率(南福祉事務所管内） 8.5 

生活保護率(横手市） 8.8 

環境 ① 水洗化率 （％） 95.6 81.6 72.4 一般廃棄物処理実態調査（R3.3.31）

② 水道普及率 （％） 98.1 91.8 88.4 秋田県水道施設現況調査（R3.3.31）

③ 一般廃棄物排出量 （グラム） 901 987 941 一般廃棄物処理実態調査（R3.3.31）
（1日1人あたり）

管 内 の 主 要 指 標

② （‰） 16.3 14.2 
全国はR4年3月分生活保護速報値
秋田県、南福祉事務所及び横手市はR3
平均値(保護停止中含む）
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【保健】

【医療】

【福祉】

【環境】

管 内 の 主 要 指 標 （ グラフ ）
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５ 平鹿地域振興局福祉環境部 職員数

（令和４年４月１日現在）

定 数 内 職 員 定数内職
定数外 併 休

（福 祉 環 境 部） 員の内訳

職 員
任

合

職
部 次 地 課 主 副 専 主 主 技 非 事 技 そ

域
環 員 職

長 境 常
専 務 術 （（
門（

兼 員 主 門 計 勤 計 の 再 再
）（

兼 吏 吏 掲 掲
課 職 計）

課 ））

長 長 長 長 幹 幹 員 任 事 師 員 員 員 他

１ １ １ １ ３ ７ ３ ６ ３ ７ 33 21 21 54 12 21 － － －

( 技 術 吏 員 職 種 内 訳 )

医 獣 薬 診 管 保 そ

療
理

放

医 剤 射 栄 健 の 計

線
養

技

師 師 師 師 士 師 他

１ １ １ １ ３ ８ ６ ２１
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６ 令和４年度福祉環境部業務分担表

企画福祉課

【調整・障害者班】
１ 保健・医療・福祉に関する各種地域計画の総合調整に関すること

２ 新秋田元気創造プランに関すること
３ 重点事業及び課題等の総合調整に関すること

４ 保健医療福祉協議会に関すること
５ 社会福祉法人に関すること

６ 老人福祉施設の許認可・指導監査及び運営指導に関すること
７ 介護保険関連業務に関すること

８ 人口動態統計に関すること
９ 医師臨床研修及び保健・看護・福祉の学生実習に関すること

10 精神保健及び精神障害者の福祉に関すること
11 自立支援医療（精神）に関すること

12 特別障害者手当、障害児福祉手当の支給に関すること
13 心身障害者扶養共済制度の支給に関すること

14 聴覚障害者の通訳及び援護相談に関すること
15 人事・服務・文書・物品に関すること

16 庁舎管理・財産に関すること
17 元軍人、戦没者遺族等の援護に関すること

【児童・生活保護班】
１ 児童の保健福祉・健全育成・子育て支援に関すること
２ 母子、父子、寡婦の福祉に関すること

３ 家庭児童相談室の運営、女性保護相談(配偶者暴力相談支援センター)に関すること
４ 母子父子寡婦福祉資金貸付金の貸付・償還指導に関すること

５ 生活保護の決定及び実施に関すること
６ 低所得者の相談、援助に関すること

７ 住居等困窮離職者に対する支援に関すること
８ 民生委員、児童委員に関すること

９ 保護施設への入所措置等に関すること
10 生活保護法の医療扶助、介護扶助に関すること

11 生活困窮者自立支援制度に関すること
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健康・予防課

【健康・予防班】

１ 健康危機管理に関すること

２ 健康づくり・生活習慣病予防に関すること

３ 喫煙・アルコール対策に関すること

４ コホート研究事業に関すること

５ 自殺予防に関すること

６ 栄養・食生活改善に関すること

７ 栄養士、調理師の免許の交付等に関すること

８ 母子保健、特定不妊治療助成制度に関すること

９ 歯科保健事業に関すること

10 「秋田県医療保健福祉計画・地域医療連携計画」に関すること

11 エイズ、結核、新型インフルエンザ、新型コロナウイルス感染症等

感染症予防に関すること

12 肝炎の相談・検査に関すること

13 肝炎治療特別促進事業に関すること

14 難病患者の相談及び医療受給手続きに関すること

15 原爆被爆者対策に関すること

16 アスベストの相談申請に関すること

17 救急医療体制の整備、災害医療情報システムの管理に関すること

18 薬局、医薬品販売業等の許可及び監視指導に関すること

19 毒物・劇物の販売業等の登録及び監視指導に関すること

20 麻薬、覚醒剤等薬物乱用防止に関すること

21 献血、骨髄バンクに関すること

22 病院、診療所、施術所等に関すること

23 医師、薬剤師、看護師等医療従事者の免許申請、届出に関すること
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環境指導課

【環境・食品衛生班】

１ 健康危機管理に関すること

２ 水道・浄化槽及び廃棄物の処理に関すること

３ 廃棄物の不法投棄防止に関すること

４ 公害関係特定施設等の届出、立入検査等に関すること

５ 温泉等の指導に関すること

６ 特定建築物の指導に関すること

７ 衛生害虫相談に関すること

８ 有害家庭用品に関すること

９ 土壌汚染・農用地汚染に関すること

10 農薬適正使用に関すること

11 食品衛生に関すること

12 狂犬病予防及び動物の保護管理に関すること

13 死亡獣畜に関すること

14 製菓衛生師に関すること

15 食品の安全・安心に関すること

16 生活衛生営業施設に関すること

17 住宅宿泊事業に関すること
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主要事業の概要

【 企画福祉課（調整・障害者班） 】

１ 令和４年度の重点事業

（１）横手市との機能合体の推進

（２）精神保健福祉対策の推進

（３）保健・医療・福祉・環境情報の発信

２ 事業内容

（１）企画・調整

事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

１ 計画 (1) 新秋田元気創造プラ 新秋田元気創造プランの推進と

ンの進行管理 進行管理を行う。

(2) 医療保健福祉計画の

進行管理 医療保健福祉計画（平成３０年

度～令和５年度）の地域医療連携

計画の現状把握及び進行管理を行

う。

２ 秋田県平鹿地 条例に基づき、地域に 秋田県平鹿地域保健医療福祉協 秋田県平鹿地域保健医療福祉協

域保健医療福祉 おける保健、医療、福祉 議会及び各専門部会（地域医療推 議会及び各専門部会（地域医療推

協議会 、衛生及び生活環境に係 進部会、救急・災害医療検討部会 進部会、救急・災害医療検討部会

る施策について調査審議 及び献血推進部会） 及び献血推進部会）

する。 ※新型コロナウイルス感染防止の

ため中止

３ 横手市との機 機能合体を更に進める (1) 保健師・栄養士業務研修会 (1) 保健師・栄養士業務研修会

能合体 ため、同種事業の共同開 目的：地域の健康課題の共有や ※新型コロナウイルス感染対策

催を推進する。 連携強化を図る。 対応のため中止

対象：管内の行政機関に勤務す

る保健師

開催回数：１回（予定）

(2) 環境に関する機能合体 (2) 建設リサイクル法に基づく関

解体工事等におけるフロン排 連情報の共有

出抑制のため、建設リサイクル 横手市が建設リサイクル法に

法に基づく関連情報を共有する 基づき受領した届出及び通知の

ことで関連事業者の確認指導等 写しの提供を受け、関連情報を

の効率化を図る。 共有。

情報提供受領件数：６９件

(3) 子ども・子育て支援推進に係

る啓発事業

※新型コロナウイルス感染防止

のため中止
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事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

災害時における関係機 被害状況報告訓練並びに横手市 「災害時における関係機関の被害

関の被害状況を迅速かつ 及び福祉環境部間の情報伝達訓練 状況確認に関する覚書」の実効性

的確に確認するため体制 を実施する。 を高めていくため、被害状況報告

を整える。 及び情報伝達に関する実施要領の

精査・確認による深化を図った。

４ こども感染症 保育施設での感染症対 「こども感染症情報」を管内の 感染症の週毎のデータや発生動

情報発信事業 策を支援し、関係機関と 全保育施設と関係機関にＦＡＸ、 向の情報を提供

の日常的な連携の強化を メールにより情報提供及びホーム 「こども感染症情報」を管内の

図るため、管内の感染症 ページに掲載。 全保育施設と関係機関にＦＡＸ、

に関する情報を保育施設 メールにより情報提供及びホーム

や関係機関に情報提供す ページに掲載。

る。

５ 「いでは福祉 保健、医療、福祉、食 「いでは福祉環境だより」を年 「いでは福祉環境だより」を

環境だより」の 品、環境衛生等の情報を １回全戸配布 １２月全戸配布

発行 広く住民に提供する。 （３２，７００部作成）

６ 各種統計調査 人口動態・衛生・生活 人口動態調査 毎月１回 人口動態調査 毎月１回

等の状況を把握し、行政 衛生行政報告例 ４月 衛生行政報告例 ４月

施策の基礎資料とするた 地域保健・健康増進事業報告 地域保健・健康増進事業報告

め各種調査を実施する。 ５月 ５月

国民生活基礎調査 ６月

９地区

生活と支え合いに関する調査 ７月

1地区

７ 医師臨床研修 臨床研修医及び看護・ (1) 医師臨床研修 (1) 医師臨床研修

及び看護・栄養 栄養等関係学生を受け入 市立横手病院 ３人 市立横手病院 ３人（３日間）

等学生実習 れて研修を実施する。 平鹿総合病院 ３人 平鹿総合病院 ８人（５日間）

(2) 看護系学生実習 (2) 看護系学生実習

秋田大学 ５人（４日間） 県立衛生看護学院（保健科）

日本赤十字秋田看護大学 ５人（５日間）

４人（４日間）

県立衛生看護学院（保健科）

５人（５日間）

(3) 栄養士学生実習（５日間） (3) 栄養士学生実習

尚絅学院大学 １人 宮城学院女子大学 １人

宮城学院女子大学 ５人 尚絅学院大学 ２人

東北生活文化大学 １人
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（２）老人福祉・介護保険

事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

１ 高齢者の保健 介護保険施設、社会福 社会福祉施設 社会福祉施設

福祉サービスの 祉施設等の指導・監査 養護老人ホーム ３施設 障害者支援施設 １施設

充実 （福祉政策課・本庁担当 母子生活支援施設 １施設 介護保険施設

課との合同実施） 介護保険施設 介護老人保健施設 １施設

介護老人保健施設 ２施設 介護老人福祉施設 ４施設

介護老人福祉施設 ５施設

その他入居施設

有料老人ホーム １施設

２ 敬老祝い品進 百歳を迎える長寿者に 国からの祝状及び記念品を対象 国からの祝状及び記念品を４３

呈事業 敬老の意を表し祝状及び 者に贈呈予定 人に贈呈

記念品を贈呈する。

（３）障害者福祉

事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

１ 在宅障害児者 手話通訳事業の推進 (1) 手話通訳活動 随時 (1) 手話通訳活動 １９２件

福祉に対する処 （平鹿・雄勝管内等） (2) 手話教室開催 (2) 手話教室開催

遇の充実 ①県民向け １回 ①県民向け １回 参加６人

②小学生向け 公募 ②小学生向け１回 栄小３年

③企業・団体向け 公募

２ 特別障害者手 重度の障害による精神 請求に基づき、要件を満たす者 受給者数（令和３年度末）

当・障害児福祉 的、物質的な特別の負担 に支給する。 特別障害者手当 １０８人

手当 の軽減の一助として手当 障害児福祉手当 １０人

を支給する。

３ 心身障害者扶 心身障害者扶養共済 共済制度に基づき、年金支給等 加入者数 ３９人

養共済 の手続きを行う。 内訳 年金受給者数 ２５人

掛金納付終了者 １１人

掛金納付者 ３人
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（４）精神保健医療対策

事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

１ 精神保健福祉

相談支援の充実

(1) 精神保健福祉 精神保健福祉の向上を ①精神科嘱託医による相談 精神保健福祉相談件数

相談 図るため、精神障害者及 事前予約制 実 ７８件 延べ３３４件

び家族、地域住民を対象 第２･４水曜日午後２時～４時 うち精神科医による相談 ０件

に相談を実施する。 ②保健師による相談 ケア会議

随時対応（来所･電話） 実 ２件 延べ ２件

退院後支援計画による支援件数

実 １件

(2) 訪問指導等 訪問対象者 訪問件数

退院届による要訪問者 実 ２２件 延べ ５６件

相談で訪問依頼のあった者等

(3) 心神喪失者医 心神喪失者の地域生活 ケア会議への出席及び処遇終了 ケア会議

療観察法 の支援を図る。 後の相談支援 対象者：１名

回数 ：４回

２ 社会復帰の推

進

(1) 精神障害者地 精神障害者の地域移行 県南圏域推進協議会への参加 県南圏域精神障害者地域移行・

域生活支援広域 支援、地域生活を継続す 地域定着推進協議会（書面協議）

調整会議等事業 るための支援等を推進す

るため、各関係機関が広

域的な調整のもと連携で

きる体制を構築する。

(2) 社会とのつな ひきこもり状態の人へ 対象者や家族、企業・事業所等 協力事業所

がり支援（職 社会参加の機会を提供す へ社会参加に関する情報提供を行 管内３カ所（県内７７カ所）

親）事業 るため、企業・事業所に う。 利用者：通常参加 １件

職親登録の理解と協力を

依頼する。

３ 精神保健福祉 心の健康、精神障害に (1) 精神保健福祉に関する研修会 (1)こころの健康研修会

普及啓発 関する正しい知識の普及 対象：一般住民、民生児童委 ※新型コロナ感染症拡大のため

を図り、地域社会の精神 員、施設職員、病院職 中止

保健福祉に関する理解を 員、保健福祉関係者、

深める。 家族、ボランティア等

(2) 精神障害者との交流会 (2) ふれあい交流会

対象：在宅精神障害者、家族、 ※新型コロナ感染症拡大のため

ボランティア等 中止

内容：レクリエーション等
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事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

４ 精神保健福祉

関連団体への支

援

(1) 精神障害者並 精神障害者や家族が団 ①ソーシャルクラブ（まんさくの ①ソーシャルクラブ（まんさくの

びに家族への支 体の活動を通じて病状の 会）への支援 会）への支援

援 安定や精神障害者の社会 内 容：運営に関する助言、 支援回数： ９回

復帰促進が図られるよう 場所の提供、相談等 参 加 者： 実 ３名

支援する。 活動日：第３金曜日 延べ１５名

午前１０時～午後２時

②横手地区精神障害者家族会「か ②横手地区精神障害者家族会「か

まくら会」及び「ハート・かま まくら会」及び「ハート・かま

くら」への支援 くら」への支援

内 容：学習会における助言や 令和３年１０月２８日健康講話

随時相談等 、素麺等販売への協力支援

(2) 自助グループ 横手断酒会への支援 秋田県断酒連合会の紹介

への支援 内 容：対象者の紹介、合同例 第２・４日曜日

会への参加・相談等 横手市女性センター

(3) 精神保健福祉 精神保健福祉協会横手支部の運営 理事会 令和３年８月２５日

協会への支援 に関する支援等 総会 令和４年１月２７日書面

議決

研修会 新型コロナ感染症拡大の

ため中止

５ 自立支援医療 精神障害者の通院医療 自立支援医療受給者証の交付 自立支援医療受給者証交付件数

受給者証の交付 を促進し、適正な医療を （新規） ２３４件

普及するため、費用の一 （更新）１，１３８件

部を公費で負担する。

６ 精神障害者保 申請に基づき、一定の 精神障害者保健福祉手帳の交付 精神障害者保健福祉手帳交付件数

健福祉手帳の交 精神障害の状態にあるこ （新規） ５４件

付 とを証明する手帳を交付 （更新） ３２１件

する。

７ 精神科救急医 県南精神科医療圏にお 秋田県精神科救急医療体制地域連 秋田県精神科救急医療体制地域連

療体制整備事業 ける医療体制の円滑な運 絡調整会議（県南精神科救急医療 絡調整会議（県南精神科救急医療

営を図るため、大仙・湯 圏）の開催 年１回 圏） 書面協議

沢保健所と協力し会議を

開催する。
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（５）子育て支援・少子化対策の推進

事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

子育て支援対策 横手市の子育て事業等 横手市が実施する子育て事業へ (1) 県南３地区協議会合同会議

の推進 への協力・支援 の協力・支援 ※新型コロナウイルス感染防

止のため中止

(2) ちびっこわくわくフェスティ

バル

※新型コロナウイルス感染防

止のため中止
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【 企画福祉課（児童・生活保護班） 】

１ 令和４年度の重点事業

（１）生活保護の適正実施の推進

（２）母子父子寡婦福祉資金償還金及び生活保護費返還金に係る未収金の縮減

（３）適切な支援のための関係機関との連携強化

２ 事業内容

（１）児童福祉・健全育成

事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

１ 児童相談ケー (1) 児童巡回相談の実施 南児童相談所と連携し、家庭・ 巡回相談 ２６回 １５４件

スに対する処遇 学校・保育所等の児童問題ケース （南福祉事務所受付分）

の充実 の早期発見及び処遇充実を図る。

(2) 家庭児童相談室の運 家庭における児童養育の技術、

営強化 人間関係、児童の福祉に関する事

項の相談にあたる。

（２）母子・父子・寡婦福祉

事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

１ 母子・父子・ 関係機関と連携し、母 市町村、社会福祉協議会等と連 (1) 母子世帯数 ３２３世帯

寡婦世帯に対す 子・父子・寡婦世帯の自 携し、就業相談、生活相談等によ 児 童 数 ４５４人

る自立支援 立に向けた支援を実施す り母子・父子・寡婦世帯の自立に （県南町村分、令和３年８月１日現在）

る。 向けた支援を行う。 相 談 件 数 １４６件

(2) 父子世帯数 ６９世帯

児 童 数 ９１人

（県南町村分、令和３年８月１日現在）

相 談 件 数 ２件

２ 母子父子寡婦 (1) 母子父子寡婦福祉資 母子父子寡婦の経済的自立の支 貸付件数 ２１件

福祉資金の貸付 金の貸付 援と生活意欲を向上させるため、

各種資金の活用を促進する。

(2) 母子父子寡婦福祉資 口座振替利用者が全体の半数に 利用者数 ２５３人

金償還金に係る口座振 満たないため、引き続き、その普

替の普及 及のための情報提供を行う。

(3) 母子父子寡婦福祉資 業務担当者会議の開催 業務担当者会議の開催

金償還金に係る未収金 現在ある未収金の縮減のため、 開催なし

の縮減 また、新たな未収金発生防止のた

め、市町村担当課と連携し、借主

等の生活状況の把握に努める。
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事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

３ 児童扶養手当 児童扶養手当の支給 請求に基づき、児童扶養手当を 受給者数 ２４５人

の支給 支給する。 うち母子家庭 ２０５人

うち父子家庭 ３７人

うちその他 ３人

（３）女性保護

事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

１ 保護を必要と 関係機関と連携の上保 市町村、社会福祉協議会等との 相談件数 延べ４０６件

する女性に対す 護を必要とする女性の早 連携強化によりＤＶ（配偶者から ※仙北地域振興局福祉環境部駐

る処遇の充実 期発見並びに処遇充実を の暴力）等の女性問題の早期発見 在の女性相談員受付分含む｡

図る。 並びに処遇充実を図る。

（県南全域 ４市２町１村）

２ ＤＶ防止キャ ＤＶ防止に関する県民 ＤＶ防止のための研修会等の開 配偶者暴力相談支援ネットワー

ンペーンの実施 の関心を高め、理解を深 催 ク会議

めるため、キャンペーン 実施なし

を実施する。

街頭キャンペーンの実施 街頭キャンペーンの実施

実施なし

（４）生活保護

事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

１ 生活保護費の (1) 保護申請への迅速な 担当者会議の実施等管内町村と 業務担当者会議の開催

支給による最低 対応と保護費の支給 連携し、申請受理後１４日以内の 実施なし

限度の生活の保 決定処理を推進する。 新規申請処理状況

障 申請 ４７件

開始 ３６件

却下 １２件

取下げ ０件

未処理 ０件

(2) 生活保護の適正実施 ①訪問調査の組織的推進 ※保護世帯数（保護率）

の推進 ②資産申告書の徴収による預貯金 （令和３年度平均）

等保有資産の適切な把握、自動 美郷町 １１３（ 7.2‰）

車保有に係る調査等の徹底 羽後町 １０７（11.2‰）

③障害者加算等の一斉点検による 東成瀬村 ９（ 3.8‰）

認定誤りの防止 計※ ２３０（ 8.5‰）

④課税状況調査の実施 ６月～ 課税調査件数 ３４６件

※平均値のため、計は必ずしも一致

(3) 生活保護費返還金に 家庭訪問又は電話等による催告 しない。

係る未収金の縮減 の強化
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事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

２ 被保護者の自 稼働年齢層に対する就 (1) 稼働能力判定会議の実施

立支援 労支援 ５月、１１月

(2) 就労支援員による求職活動支 就労支援員活用ケース １０名

援 うち就労に至った者 ７名

(3) 生活保護受給者等就労自立促 就労自立促進事業活用 ５名

進事業の活用 うち就労に至った者 ５名

３ 組織的な運営 職場内研修によるスキ (1) 現任訓練の開催 月１回実施 現任訓練 ８回

体制の強化 ル向上 (2) ケース診断会議の開催 随時 ケース診断会議 ３６件

(3) 各種研修会への参加 （延べケース数）

（５）生活困窮者自立支援

事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

生活困窮者に対 (1) 生活困窮者自立相談 ①主任相談支援員を配置し、来所 ①相談件数 ６８件

する包括的・継続 支援事業の実施 等による相談を受付

的支援の実施 ②アセスメントを実施し、自立を ②プラン策定件数 １１件

促進するためのプランを策定

③関係機関のプランの共有のため ③支援調整会議開催回数 １６回

必要に応じ支援調整会議を開催

④美郷町が実施する自立相談支援

事業との連携

(2) 生活困窮者住居確保 経済的に困窮し住居を喪失した 住宅確保給付金支給件数 １件

給付金の支給 者に家賃相当分の給付金を支給

(3) 生活困窮世帯の子ど 高校進学のための基礎学力及び 学習支援事業の実施

もに対する学習支援 学習習慣を身につけるための学習 （平成３１年４月から実施）

支援を実施 会場：学習塾ガロア（羽後町）

実施町村：羽後町（集合型） 令和３年度利用生徒数：１１人
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【 健康・予防課（健康・予防班） 】

１ 令和４年度の重点事業

（１）心の健康づくり・自殺予防対策の推進

（２）生活習慣病予防の推進

（３）感染症予防対策の推進

２ 事業内容

（１）生活習慣病対策事業

事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

１ 地域・職域連 地域保健と職域保健の (1) 地域・職域連携推進協議会 (1) 地域・職域連携推進協議会

携推進事業 連携により情報を共有 期日：未定 期日：令和３年１０月

し、より効果的・効率的 内容： ※新型コロナウイルス感染拡大

な保健事業を展開する。 ・令和３年度実施アンケート 防止のため書面開催

の結果を元にした支援策の 内容：

検討 事業所の健康づくりに関する

・特定健診・特定保健指導の アンケート調査内容の検討

受診率向上を座主取り組み

の協議

(2) 地域課題解決連携事業 (2) 地域課題解決連携事業

内容： 内容：

・令和３年度実施アンケート 事業所の健康づくりに関する

の分析、支援策の検討 アンケート調査の実施

・事業所を対象とした健康教 時期：令和３年１２月１４日～

育の実施 令和４年１月１４日

対象：管内商工団体加盟事業所

５００カ所

方法：郵送によるアンケート

２ 受動喫煙対策 たばこの健康影響につ (1) 禁煙週間における取組 (1) 禁煙週間における取組

事業 いて、地域住民へ普及啓 対象：橫手保健所来所者 ①ポスターの掲示

発を行う。 期日：令和４年５月３１日～ ②ラジオ放送（よこてかまくら

６月６日 ＦＭ）

内容：ポスター・リーフレット ③デジタルサイネージ放映

等の掲示 （横手市情報センター）

-21-



事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

３ 健康増進法の 令和２年４月１日から (1) たばこの健康被害に関する問 (1) 改正法及び条例に関する相談

一部改正及び受 の健康増進法の一部改正 合せ・相談等への対応や、改正 対応、周知、出前講座、訪問指

動喫煙防止条例 及び受動喫煙防止条例の 法及び条例の措置内容に基づく 導の実施

の全面施行に伴 全面施行に伴う相談指 指導等の実施 ・相談 ６件

う相談指導 導、喫煙専用室設置基準 ・通報 ０件

等に伴う届け出の受理を ・口頭指導 ０件

行う。

(2) 「喫煙可能室」を設置する小 (2) 「喫煙可能室」を設置する小

規模の既存特定飲食提供施設か 規模の既存特定飲食提供施設か

らの届け出の受理 らの届け出の受理

５件(届出４件・廃止１件）

４ 生活習慣病予 生活習慣病の予防等に (1) 生活習慣病やがん予防に関す (1) 生活習慣病やがん予防に関す

防事業 関する知識の普及啓発を る出前講座の実施 る出前講座の実施

行う。 ※実績なし

(2) ラジオ放送依頼（横手かまく (2) ラジオ放送依頼（横手かまく

らＦＭ） らＦＭ）

健康増進普及月間について 健康増進普及月間について

（令和４年９月） （令和３年９月）

５ 糖尿病重症化 医師会等関係機関との (1) 横手地域糖尿病重症化予防対 (1) 横手地域糖尿病重症化予防対

予防対策事業 連携により糖尿病重症化 策推進会議の開催 策推進会議の開催（書面開催）

予防の取り組みを推進す 期日：未定 期日：令和３年９月（第１回）

る。 内容：市と医療機関との連携を 令和４年３月（第２回）

推進するための対応策に 参加者：委員等１１名

ついて等 内容：

令和４年度横手市地域糖尿病

重症化予防対策推進会議実施計

画について（第１回）

横手市の重症化予防に関する

受診勧奨・保健指導について

（第２回）

※横手市の重症化予防連携プロ

ジェクト会議と合同開催。
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（２）心の健康づくり・自殺予防対策

事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

心の健康づくり すべての世代における (1) 自殺予防ネットワーク会議 (1) 自殺予防ネットワーク会議

・自殺予防対策 自殺者の減少を目指し、 期日：未定 ※新型コロナウイルス感染拡大

積極的にこころの健康づ 内容：事業計画協議及び情報 防止のため中止

くり・自殺予防対策を推 交換

進する。

(2) 自殺予防ネットワーク研修会 (2) 自殺予防ネットワーク研修会

計画なし ※新型コロナウイルス感染拡大

防止のため中止

(3) 自殺予防街頭キャンペーン (3) 自殺予防街頭キャンペーン

各自殺予防対策機関の窓口等 街頭の啓発は中止。献血事業

で心の健康づくりを啓発する。 に併せ、相談窓口のリーフレッ

献血事業等に併せ、年間を通 トやポケットティッシュを配布

じて事業所等へ啓発する。 し啓発。

(4) 自殺未遂者支援会議 (4) 自殺未遂者支援会議

自殺未遂者支援に対する認識 書面開催

の共有を図る。 期日：令和４年３月

期日：未定 対象：１２機関

(5) 県南地区自殺未遂者支援研修 (5) 県南地区自殺未遂者支援研修

会 会

計画なし ※新型コロナウイルス感染拡大

防止のため中止

(6) 心はればれゲートキーパー養 (6) 心はればれゲートキーパー養

成講座（講師） 成講座（講師）

開催：年１回 期日：令和３年１１月１０日

参加者：県職員等 １２名

(7) その他の普及啓発活動 (7) その他の普及啓発活動

相談窓口リーフレット配布 相談窓口リーフレットをネッ

トワーク機関へ配布

(8) ＳＯＳの出し方教育 (8) ＳＯＳの出し方教育

秋田大学自殺予防センターの

事業として実施予定
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（３）歯科保健対策事業

事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

１ 歯科保健対策 (1) 親子よい歯のコンク 親子よい歯のコンクール 親子よい歯のコンクール

事業 ール ※新型コロナウイルス感染拡大 ※新型コロナウイルス感染拡大

前年度の３歳児歯科 防止のため地区審査会及び中 防止のため地区審査会及び中

健診において、虫歯に 央審査会の中止 央審査会を中止

罹患していない幼児と ※横手市から推薦された親子４ ※横手市から推薦された親子２

その親を模範として表 組に対し、健康づくり推進課 組に対し、健康づくり推進課

彰する。 から記念品を送付 から記念品を送付

(2) ８０２０いい歯の表 ８０２０いい歯の表彰 ８０２０いい歯の表彰

彰 ※新型コロナウイルス感染拡大 ※新型コロナウイルス感染拡大

歯の健康と食べるこ 防止のため地区診査会は中止 防止のため地区診査会は中止

との重要性を普及啓発 決定 ※協力歯科医療機関から推薦さ

するため、８０２０を ※協力歯科医療機関から推薦さ れた対象者に、秋田県歯科医

達成されている高齢者 れた対象者に、秋田県歯科医 師会から認定証を交付

を表彰する。 師会から認定証を交付予定

２ 歯科保健医療 (1) フッ化物洗口推進事 ①歯科衛生士の派遣 ①歯科衛生士の派遣

推進事業 業 市町村会議への出席

フッ素洗口事業の一 ※新型コロナウイルス感染拡大

層の推進を図るため、 防止のため会議は中止、資料

市町村等が実施するフ 提供あり（羽後町のみ実施）

ッ化物洗口事業に対し ②フッ化物洗口等歯科訪問指導事 ②フッ化物洗口等歯科訪問指導事

技術支援を行う。 業の実施 業

フッ化物洗口巡回指導 ２回

(2) ８０２０運動推進特 住民向け研修会の開催 地域歯科保健課題解決推進事業

別事業 未定 パンフレット配布

高齢者の口腔機能の 日時：令和３年１１月１０日

維持・向上を図り、早 令和３年１１月１１日

期からの歯の喪失防止 令和３年１１月２４日

に向けた取組を推進す 場所：JA秋田ふるさと平鹿支所

る。 よこてシャイニーパレス

対象：食品衛生責任者

講習会受講者

職員 １２１名

(3) 口腔保健支援センタ 歯科口腔保健指導の実施 歯科口腔保健指導

ー推進事業 乳幼児歯科相談・健診 ４回

県歯科口腔保健の推 歯科保健指導 １２回

進に関する法律に基づ （うち高齢者６回・障害者０回）

き、各ライフステージ

に応じた歯科口腔保健

指導等を実施する。
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事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

(4) 健口づくり連携事業 健口づくり連携推進研修会の開催 健口づくり連携推進研修会の開催

元気な高齢者が元気 今年度は中止予定 健康づくり推進課主体のオンラ

でいられるように、歯 イン研修会を実施（Zoom）

科専門職に加え、関係 日時：令和４年１月２８日

職種が歯科保健関連の 対象：管内高齢者関係施設の医

情報共有を行い、今後 療・介護従事者及び行政

の効果的な事業実施に 職員等

資する検討会を開催す 内容：

る。 ①事業成果と今後の課題

健康づくり推進課 田所技師

②「食べること生きること

～歯医者と地域と食支援～」

講師：ふれあい歯科ごとう

代表 五島 朋幸 氏

（４）栄養改善推進事業

事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

１ 特定給食施設 給食施設従事者の資質 (1) 個別指導 (1) 個別巡回施設数：７施設

等指導事業 の向上を図るため、栄養 個別巡回指導予定：未定 学 校 等 ： ２施設

及び衛生管理の実態調査 （対象給食施設数：６７施設） 児童福祉施設： ５施設

・指導を行うとともに、 ※新型コロナウイルス感染拡大

研修会等を開催する。 防止のため一部中止

(2) 集団指導 (2) 集団指導

給食施設関係者研修会の開催 給食施設関係者研修会

期日：未定 対象：児童福祉施設職員

期日：令和４年３月

内容：日本人の食事摂取基準の

改訂について（書面開

催）
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事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

２ 地区組織・人 地域での健康づくりの (1) 横手市食生活改善推進協議会 (1) 横手市食生活改善推進協議会

材育成事業 担い手となる食生活改善 事業への支援 ①理事会への出席 年３回

推進組織の自主的活動の ①理事会への出席 ②食生活改善推進養成講座

推進や栄養士・調理師等 ②総会及び第１回研修会並びに 1 期日：令和３年１０月６日

の資質向上を図る。 第２回研修会への支援 場所：横手保健センター

③食生活改善推進員養成講座へ 受講者：６名

の支援 年２回 期日等未定 内容：国民・県民の健康の現

④その他情報、媒体の提供等 状と生活習慣病予防に

ついて

2 期日：令和３年１２月１４日

場所：横手保健センター

受講者：７名

内容：食育推進と食生活改善

推進員の役割

(2) 全国食生活改善大会等実行委 (2) 全国食生活改善大会等実行委

員会県南作業部会の開催 員会県南作業部会の開催

第１回作業部会 書面開催

期日：令和３年４月２２日

場所：部内研修室

参加者：４名

※令和３年６月２５日開催の第

２回実行委員会において大会

の開催中止が決定

(3) 横手市栄養士連絡協議会への (3) 横手市栄養士連絡協議会への

支援 支援

①研修会等での情報提供

研修会期日等未定

②その他情報、媒体の提供等

(4) 栄養改善保健所研修会の開催 (4) 栄養改善保健所研修会

栄養士が担う地域栄養改善業 ※新型コロナウイルス感染拡大

務のより効果的な推進を図るた に伴い未実施

め、研修会を開催する。

対象：県南３保健所（大仙・横

手・湯沢）管内の行政及

び在宅栄養士

期日：未定

内容：講話、情報交換、事例検

討等

-26-



事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

(5) 地域の人材育成のための食生 (5) 地域の人材育成のための食生

活改善講座の開催 活改善講座

期日：未定 期日：令和３年１２月３日

場所：未定 場所：増田中学校

内容：「秋田スタイル 健康な食 参加者：１０名

事」について、みそ汁塩 内容：「秋田スタイル健康な食

分濃度測定等 事」「健康秋田いきいき

アクションプラン」につ

いて、みそ汁塩分濃度測

定等

(6) 管理栄養士養成施設 学生実 (6) 管理栄養士養成施設 学生実

習受け入れ ２校６名（予定） 習受け入れ ３校４名

３ 食生活改善に 生活習慣病の予防のた 普及実践活動（キャンペーン） 普及実践活動（キャンペーン）

よる健康づくり め、減塩、野菜摂取、バ 日程・期日：未定 レシピカード、秋田いきいきア

運動の推進 ランスのとれた食生活、 クションプランリーフレット、秋

禁煙、運動習慣などより 田スタイル健康な食事リーフレッ

よい生活習慣の定着を推 ト、ミニのぼり等配布

進する。

1 対象：食品衛生責任者講習会参

加者

期日：令和３年１１月１０日，

１１日，２４日

2 対象：献血協力者等

期日：令和３年８～９月

3 対象：食の健康づくり応援店

期日：令和３年１１月

４ 食育推進事業 県民が生涯にわたって 市町村食育推進計画への協力、 市町村食育推進計画への協力、

健全で豊かな食生活を送 支援 支援

ることができるよう、家 (1) 食育推進協議会への出席 (1) 横手市食育推進協議会への出

庭や学校、地域等関係機 席

関との連携を強化し、食 期日：令和４年２月２４日

育を推進する。

(2) 食育地域ネットワーク会議の (2) 食育地域ネットワーク会議

開催 横手市食育協議会において第

期日：未定 ４期秋田県食育推進計画（案）

内容：講話、協議、意見交換等 や秋田いきいきアクションプラ

ン、秋田スタイル健康な食事推

進事業に関して情報提供
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事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

５ 健康・栄養調 県民の食生活や生活習 (1) 国民（県民）健康・栄養調査 (1) 国民（県民）健康・栄養調査

査 慣の把握、経年変化、全 の実施 の実施

国との比較を行い今後の 期日：令和４年１１月～１２月 ※新型コロナウイルス感染拡大

健康づくりや生活習慣病 防止のため中止。

予防対策の推進に必要な

基礎資料を得る。

※健康秋田２１計画、健

康増進計画等各種計画

の指標として活用。

６ 食の健康づく 外食産業との連携によ (1) 啓発普及 (1) 啓発普及

り応援店事業 る普及事業として、飲食 各種研修会等での普及啓発、 各種研修会等での普及啓発、

店等での健康に配慮した チラシの配布等 チラシの配布等

食事メニューの提供や禁

煙・分煙を実施する店舗 (2) 食の健康づくり応援店の登録 (2) 登録希望店との相談調整等

の拡大のための啓発普及 ①登録更新業務（継続） 登録店数：３５店

を行い、地域の食環境を ②新規店舗の登録 内訳：まごころサービス３１店

整備する。 ③秋田スタイル健康な食事推進 ヘルシーメニュー１０店

事業への移行説明 栄養成分表示 ７店

おいしい空間 ２０店

(3) サポート体制の整備、充実

①登録各店の登録状況の把握

②環境整備（媒体作成・整備、

健康関連情報等の提供、ホー

ムページの更新等）

７ 秋田スタイル 健康秋田いきいきアク (1) 「秋田スタイル健康な食事」 (1) 「秋田スタイル健康な食事」

健康な食事推進 ションプランの栄養・食 の啓発普及 の啓発普及

事業 生活分野の目標「減塩」 ①みそ汁塩分濃度測定機会の拡 各種研修会等での普及啓発、

「野菜・果物摂取」を達 充 チラシの配布、個別訪問による

成するため、食環境を整 ②各種研修会等での普及啓発、 説明等

備する認証制度により、 チラシの配布、個別訪問によ 対象：飲食店事業主、消費者

個人及び社会全体の取組 る説明等

を推進し、食生活の改善

を持って、県民の健康寿 (2) 秋田スタイル健康な食事認証 (2) 秋田スタイル健康な食事認証

命延伸を図る。 制度の実施 制度の実施

①認証希望飲食店への支援 ①認証希望飲食店への支援

②認証審査の申込受付・内容確 ②認証審査の申込受付・内容確

認 認

③認証メニューの台帳管理 認証メニュー受付件数：７件

③認証メニューの台帳管理

認証メニュー件数：１０件
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事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

８ 食品表示関係 食品の栄養成分の情報 食品表示等に関する相談・指導 食品表示等に関する相談・指導

の指導、助言 提供食品販売において、 内容：食品表示基準第４条 １件

（健康増進法関係 健康の保持増進効果に係 （栄養表示基準の遵守義 内容：食品表示基準第４条

食品表示法） る著しく事実に相違又は 務） （栄養表示基準の遵守義

人を誤認させる広告の虚 健康増進法第６５条の１ 務）

偽誇大な表示の禁止につ （誇大表示の禁止） 健康増進法第６５条の１

いて指導助言する。 （誇大表示の禁止）

（５）母子保健対策

事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

１ 幸せはこぶコ 経済的・精神的な負担 令和４年４月１日以降治療開始 助成額：１回あたり３０万円限度

ウノトリ（不妊 の軽減のため、不妊治療 助成額：１回あたり （治療区分Ｃ，Ｆは１０

治療総合支援） を受ける夫婦に対して、 ・保険診療 ９万円限度 万円限度）

事業 治療に要する費用の一部 （治療区分C,Fは３万円限度） 男性不妊治療は３０万円

助成や不妊への理解を促 ・保険外診療 ３０万円限度 助成回数：１子ごとに９回まで

進する。 （治療区分C,Fは１０万円限度） （初回４０歳未満）

※対象年齢４３歳未満 助成回数：初回治療開始の妻年齢 （４０歳以上４３歳未満は１子

初回４０歳未満→ ・４０歳未満 ごとに３回まで）

通算助成回数９回まで 助成回数上限１子ごとに９回 申請件数： ９９件

初回４０歳以上→ 保険診療６回、保険外診療３回 承認件数： ９９件

通算助成回数３回まで ・４０歳以上４３歳未満

等（いずれも治療期間 保険診療３回まで

の初日の妻の年齢で判

断）

２ 妊娠・出産へ 市町村が母子保健事業 母子保健連絡調整会議 母子保健連絡調整会議

の健康づくり支 を推進するため、管内の 期日：未定 ※新型コロナウイルス感染拡大

援事業 健康課題を把握・共有 場所：未定 により未実施

し、他市との情報交換の 内容：未定

場を設ける。
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（６）調査研究

事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

１ がん研究開発 次世代多目的コホート (1) １０年後調査 (1) １０年後調査

費による「多目 研究 ①対象 ・JA役職員健診、平鹿総合病院職

的コホートに基 対象：横手市住民基本 アンケート回答日または同意 員健診アンケート調査

づくがん予防な 台帳に登録されている 取得日から１０±１年のベー 発送数 ３１２名

ど健康の維持・ ベースライン時点で スライン調査同意者（同意撤 回収数 ２７２名

増進に役立つエ ４０～７４歳の同意者 回者を除く） 回収率 ８７．２％

ビデンスの構築 ２９，８９６名 ②実施内容 ・同生体試料収集

に関する研究」 ・JA健康推進協議会健診、協会 依頼数 ３１２名

の分担研究「コ ※対象者数： けんぽ健診、横手市住民健診 回収数 ２９４名

ホート地域の住 ２８，１５６名 (山内、大雄、十文字）、郵送 回収率 ９４．２％

民調査（秋田県 （令和４年４月現在） 調査におけるアンケート調査 ・平鹿総合病院職員健診便収集調

横手地域）」 ・生活習慣に関するアンケート 査

の回答補完、結果返却 依頼数 １３６名

・アンケート提出者に対する研 回収数 ６２名

究用採血と運動機能測定 回収率 ４５．６％

・歯科研究（歯科検診とアンケ ・JA役職員健診運動機能測定

ート調査） 依頼数 １７６名

実施数 １５５名

実施率 ８８．１％

・結果返却

中央事務局から順次発送

(2) 班会議への出席 (2) 班会議（Web出席１名）

令和３年１１月１７、１８日

国立がん研究センター研究棟大

会議室およびWeb配信によるハ

イブリッド開催（WebEX）

出席者数：１１月１７日９２名

１１月１８日９０名

(3) 地域連絡会議の開催 (3) 地域連絡会議の開催

期日：未定 令和４年２月２４日

開催方法：未定 国立がん研究センターよりWeb

配信（Zoom）

出席者数：１０機関３１名

(4) 健診情報の把握 (4)健診情報の把握

①国保特定健診：国保連 関係機関から中央事務局へ報告

②その他の健診：健診実施機関
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事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

(5) 追跡調査 (5) 追跡調査

①異動情報の報告 ①異動情報の報告

②がん罹患情報の把握：全国が （令和２年１１月１日～令和３

ん登録 年１２月３１日）

③がん・循環器疾患等罹患詳細 死亡２５５名、転出８６名、

情報（医療機関） 転居２１２名、再転入１３名、

④国保・後期高齢者医療レセプ 改姓１６名

ト情報 ②③④⑤関係機関から中央事

⑤介護保険情報 務局へ報告

２ 「多目的コホ 研究結果を地域住民や 『健康ひらか』生活習慣病予防講 『健康ひらか』生活習慣病予防講

ート研究」に基づ 関係機関へ情報提供し還 演会 演会

く生活習慣病予防 元することにより、管内 ※新型コロナウイルス感染拡大 ※新型コロナウイルス感染拡大

啓発事業 の生活習慣病の改善を図 防止のため中止 防止のため中止

る。

（７）感染症対策

事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

１ 結核予防対策 (1) 患者管理 (1) 登録管理 (1) 令和３年１２月末登録者数

期間：令和４年１月１日～ ７名

結核患者を適正な医療 令和４年１２月３１日 別掲 潜在性結核感染症０名

と適正な生活指導によっ 令和３年新規登録患者数５名

て、早期に社会復帰でき 別掲 潜在性結核感染症０名

るように指導するととも (2) 登録患者及び地域ＤＯＴＳ対 (2) 訪問指導 ４２件

に、家族やその他の者へ 象者への訪問指導の実施 うち地域ＤＯＴＳ ３０件

の感染防止を図る。 (3) 地域ＤＯＴＳ推進支援事業 (3) 地域ＤＯＴＳ推進支援事業

①県南地区ＤＯＴＳカンファレ ①県南地区ＤＯＴＳカンファレ

ンス ンス

※新型コロナウイルス感染拡大 ※新型コロナウイルス感染拡大

防止のため開催見合わせ 防止のため中止

②コホート検討会の開催 ②コホート検討会

令和５年２～３月予定 ※新型コロナウイルス感染拡大

により中止。

(4) 結核患者の精密検査及び接触 (4) 結核患者の精密検査及び接触

者健康診断の実施 者健康診断の実施

①結核患者の精密検査８件

②家族・接触者健康診断114件

（その内集団検診：９３件）

(5) 定期病状調査事業
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事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

(2) 感染症診査協議会結 感染症診査協議会結核部会 感染症診査協議会結核部会

核部会 定例部会開催 開催１２回（うち緊急４回）

（毎月第４金曜日） 令和３年度諮問件数 ２４件

法に基づき就業制限・ 他緊急時随時開催 内訳：入院勧告 １３件

入院勧告・医療費公費負 就業制限 ４件

担等について保健所から ３７条の２医療 ７件

の諮問に応じて必要事項

を審議する。

(3) 結核発生動向調査事 データの入力及び還元 データの入力及び還元

業

結核に関する情報をオ

ンラインシステムにより

全国規模で収集、解析し

還元する。

(4) 結核予防思想の普及 (1) 結核予防週間前後における啓 (1) 結核予防週間

啓発 発 令和３年９月２４日～３０日

ポスター掲示 ・ポスター掲示

結核予防の正しい知識 かまくらＦＭでの周知 ・かまくらＦＭでの周知

の普及啓発を図る。 ・マスク配布

(2) 老人福祉施設等従事者研修事 (2) 老人福祉施設等従事者研修事

業 業

・出前講座の実施 適宜 出前講座 実施なし

・管内施設への啓発資料の配布

２ 感染症予防対 (1) 感染症予防啓発事業 (1) 情報の提供 (1) 感染症サーベイランス情報

策 インフルエンザ等に関する情 の提供

感染症予防の正しい知 報の提供（感染症サーベイラン (2) 予防啓発

識の普及啓発を図るため ス情報等の提供、ホームページ ①健康教育

情報提供を行う。 のインフルエンザ情報の掲載） 実施回数：５回

(2) 予防啓発（健康教育等） 対象：高齢者・障害児者施

随時 設の職員等

内容：感染症予防、新型コ

ロナウイルス感染症

対策等

②社会福祉施設における感染

症対策研修会の開催

※新型コロナウイルス感染

拡大防止のため中止
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事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

(2) 感染症まん延防止対 患者発生に伴う疫学調査実施 積極的疫学調査

策 腸管出血性大腸菌感染症 ６件

レジオネラ ４件

感染症発生によるまん 感染性胃腸炎 １件

延防止を図るため、入所 侵襲性肺炎球菌 ２件

・通所施設での集団発生 ヒトニューモウイルス １件

予防のための指導等を実 梅毒 ８件

施する。 つつが虫 １件

ＣＲＥ １件

百日咳 １件

新型コロナウイルス感染症

１３２０件

３ 新型インフル 新型インフルエンザの 管内対策の検討 管内対策の検討

エンザ対策 感染予防啓発と発生時の (1) 地域連絡会議の開催 (1) 地域連絡会議

地域体制の整備を図る。 (2) 所内体制の整備 ※新型コロナウイルス感染拡大

・新型インフルエンザ対応 防止のため中止

・鳥インフルエンザ対応 (2) 搬送訓練

(3) 搬送訓練 ※新型コロナウイルス感染拡大

防止のため中止

４ 新型コロナウ 地域住民の不安軽減に (1) 相談対応 (1) 陽性者数

イルス対策 向けた相談対応と感染が (2) 発生時の対応 １３２０人

疑われる方の速やかな検 ・積極的疫学調査

査を実施する。 ・入院措置対応

発生時の対応と共に地 ・宿泊療養施設の調整

域医療体制を整備しまん ・自宅療養者のフォロー

延防止を図る。 (3) 療養証明書の発行

５ ウイルス性肝 肝炎ウイルスに感染又 (1) 知識啓発普及 (1) 情報の提供・広報等の掲載

炎対策 は感染の可能性の高い方 (2) 相談（随時） (2) 相談（随時）

が、自らの感染の有無を (3) 肝炎ウイルスＢ型・Ｃ型検査 (3) 肝炎ウイルスＢ型・Ｃ型検査

知り必要な医療を受けら 中止

れるよう、情報の提供及

び相談検査を行う。
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事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

６ エイズ予防対 (1) エイズ予防普及啓発 (1) ＨＩＶ検査普及週間 (1) ＨＩＶ検査普及週間

策 事業 令和４年６月１日～７日 令和３年６月１日～７日

ＨＩＶ検査は中止 窓口で啓発用ポケットティッ

エイズに対する正しい シュの配布

知識の普及啓発を図る。 ＨＩＶ検査は中止

(2) 世界エイズデー関連事業 (2) 世界エイズデー関連事業

令和４年１２月１日～１３日 令和３年１２月１日～１３日

関連ポスターを部内提示、窓 関連ポスターを部内提示

口で啓発用ポケットティッシュ ＨＩＶ検査は中止

の配布

ＨＩＶ検査は中止

(3) 福祉環境部だよりで啓発 (3) 福祉環境部だよりで普及啓発

(2) 検査及び相談指導体 (1) エイズ即日相談・検査 (1) エイズ相談・検査 中止

制の充実強化 今年度中止

(2) 随時相談対応 (2) 電話相談 １０件

エイズ個別相談・検査

の実施

７ 性感染症対策 性感染症検査の実施 エイズ相談・検査事業と併せ、 性感染症検査

希望者に性感染症検査を行う。 ・性器クラミジア感染症 中止

今年度中止 ・梅毒 中止

８ ハンセン病対 ハンセン病の正しい知 (1) 普及啓発 (1) 普及啓発

策 識の普及啓発及び患者支 パンフレット配布等

援 (2) 市町村広報誌の送付 (2) 市町村広報誌の送付

（８）肝炎治療特別促進事業

事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

１ 肝炎治療特別 肝炎ウイルスの感染に 対象者： 申請件数 ７６件

促進事業（医療 よる肝硬変や肝がん等へ Ｂ型・Ｃ型ウイルス性肝炎患 受給者証交付数 ７６件

費助成） の進行を防ぎ、早期治療 者でインターフェロン、インタ

を促進するためインター ーフェロンフリー及び核酸アナ

フェロン、インターフェ ログ製剤による治療が必要と認

ロンフリー治療及び核酸 められる者

アナログ製剤治療に係る

医療費を助成する。
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事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

２ ウイルス性肝 (1) 陽性者フォローアッ (1) フォローアップ対象者２名

炎患者等の重症 プ事業 (2) 検査費用助成

化予防推進事業 (2) 検査費用助成事業 ①初回精密検査 １件

②定期検査 ０件

ウイルス性肝炎の重症

化予防を図るため、陽性

と判定された者に対する

受診状況の確認・勧奨を

行うとともに、検査費用

の一部を助成する。

３ 肝がん・重度 Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイル 対象者： 申請件数 ０件

肝硬変治療研究 スに起因する肝がん・重 ・世帯収入が概ね３７０万円未満

促進事業 度肝硬変患者について、 ・肝がん・重度肝硬変の治療研究

高額となる入院費用又は に同意

通院医療費の一部を助成

する。

（９）難病対策

事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

１ 治療体制の確 (1) 指定難病等医療費助 ①小児慢性特定疾病 ・申請件数

立 成事業 １６疾患群７８８疾患 ①小児慢性特定疾病 ８２件

※令和３年１１月１日～ うち新規 １１件

特定疾患等については ②指定難病 ②指定難病 ８６９件

治療がきわめて困難であ ３３８疾患 うち新規 ９０件

り、かつ、その医療費も ※令和３年１１月１日～ ・年度末受給者

高額であることから、指 ③先天性血液凝固因子障害 ①小児慢性特定疾病 ８２名

定難病等に関する医療の ④スモン ②指定難病 ６４３名

確立、普及を図るととも ③先天性血液凝固因子障害なし

に、患者の医療費の負担 ④スモン ２名

軽減を図る。

(2) スモン患者に対する 更新申請２件

はり、きゅう及びマッ

サージ治療研究事業

施術費用の負担軽減を

図るとともにはり等によ

る治療の確立、普及を図

る。
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事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

２ 療育相談事業 (1) 難病患者・家族相談 ・治療申請時等の相談指導 ・相談指導 １件

支援事業 ・訪問希望者への訪問指導 ・訪問指導 ２件

・医療相談事業の開催 ・医療相談事業 未実施

(2) 難病在宅療養支援計 ケア会議の開催 在宅人工呼吸器装着患者ケア会議

画策定評価事業 ①期日：令和３年１０月書面開催

②期日：令和３年１２月１４日

参加者：１０名

３ 骨髄提供希望 骨髄提供希望者登録に ・普及啓発 ・普及啓発

者登録推進事業 関する普及啓発及び集団 ポスター掲示 ポスター掲示

登録等の実施。 ・骨髄提供希望者登録受付 ・骨髄提供希望者登録 ２人

※今年度中止 （集団登録キャンペーン実績）

・骨髄バンク集団登録キャンペー ・骨髄バンク集団登録キャンペー

ンの開催 ン

令和４年１０月１６日 令和３年１０月１７日

４ アスベスト健 アスベスト（石綿）健 アスベスト（石綿）健康被害救 相談件数 １件

康被害相談事業 康被害救済制度認定申請 済制度認定申請者に対する相談に

者に対する相談及び申請 対応する。

事務に対応。

（１０）医務・薬務関係

事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

１ 薬事・毒物劇 医薬品、医療機器等の 監視指導対象施設及び目標数 薬事及び毒物劇物関係監視指導

物関係監視指導 品質、有効性及び安全性 ①薬局 ①薬局

の確保等に関する法律及 ５３施設（目標２０件） 実績１６件

び毒物劇物取締法に基づ ②卸売販売業 ②卸売販売業

き、薬局・医薬品等販売 １１施設（目標１０件） 実績 ４件

業及び毒物劇物取扱施設 ③店舗販売業 ③店舗販売業

を適正に管理運営させる ２２施設（目標１０件） 実績 ４件

ため、監視指導を行う。 ④薬局等製造業 ④薬局等製造業

６施設（目標 ３件） 実績 ２件

⑤配置販売業 ⑤配置販売業

４施設（目標 ４件） 実績なし

⑥高度管理医療機器販売貸与業 ⑥高度管理医療機器販売貸与業

７３施設（目標１３件） 実績２３件

⑦毒物劇物販売業者 ⑦毒物劇物販売業者

７３施設（目標３３件） 実績１３件
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事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

２ 麻薬・覚醒剤 麻薬及び向精神薬取締 (1) 検査対象施設及び目標数 (1) 麻薬関係立入検査

を取扱施設に対 法、覚せい剤取締法に基 ①麻薬診療施設 ①麻薬診療施設

する立入検査 づき、麻薬及び覚醒剤等 ４１施設（目標１１件） 実績 ８件

の取扱施設を適正に管理 ②麻薬卸売業者・麻薬小売業者 ②麻薬卸売業者・麻薬小売業者

運営させるため、監視指 ５０施設（目標２２件） 実績１７件

導を行う。 ③向精神薬取扱施設 ③向精神薬取扱施設

薬局等薬事監視指導及び麻薬 実績２８件

診療施設（病院）立入検査と

並行して実施する。

(2) 覚醒剤関係立入検査 (2) 覚醒剤関係立入検査

薬局等薬事監視指導及び麻薬 覚醒剤原料取扱者

診療施設（病院）立入検査と 実績２８件

並行して実施する。

３ 薬とくらしの 薬に対する正しい知識 市町村・各種団体等の希望する 薬とくらしの教室開催

教室 と飲み残しや重複投与を 内容に基づき実施する。 実施なし

防ぐため「かかりつけ薬 期間：令和４年４月１日～

局」の必要性を普及させ 令和５年３月３１日

るとともに、医薬品等に

対する情報の提供・収集

を行う。

４ 薬物乱用防止 (1) 不正大麻・けし撲滅 ポスター・リーフレットを関係 ポスター・リーフレットを関係

対策事業 運動 機関及び重点地区に配布し、啓発 機関及び重点地区に配布、啓発を

大麻・けしについて を図る。 行った。

正しい知識を啓発し、 期間：令和４年６月１日～ 期間：令和３年６月１日～

不正栽培及び自生の大 令和４年７月３１日 令和３年７月３１日

麻・けしを撲滅する。

(2)「ダメ。ゼッタイ。」 ①地域団体キャンペーン ①地域団体キャンペーン

普及運動 期間：令和４年６月２０日～ 期間：令和３年６月２０日～

薬物乱用問題を啓発 令和４年７月１９日 令和３年７月１９日

し、６・２６国際麻薬 参加数：１０６施設

乱用撲滅デーの周知を ②職域募金活動 ②職域募金活動

図るため、各種キャン 期間：令和４年６月２０日～ 期間：令和３年６月２０日～

ペーンを実施する。 令和４年７月１９日 令和３年７月１９日

参加数：１６施設
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事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

(3) 麻薬・覚醒剤乱用防 啓発活動 啓発活動

止運動 期間：令和４年１０月１日～ 期間：令和３年１０月１日～

麻薬・覚醒剤等の乱 令和４年１１月３０日 令和３年１１月３０日

用による危害を広く周 ・資材の配布（ポスター・リー ・資材の配布（ポスター・リー

知し、県民一人ひとり フレット等）の配布 フレット等の配布）

の認識を高めることに

より、乱用による危害

の根絶を期する。

５ 立入検査 病院の医療環境をより 期間：９月～１２月 ※新型コロナウイルス感染拡大

一層充実させ、住民サー 対象予定施設：病院 ４件 防止のため自主点検。

ビスの向上と地域医療提 有床診療所１件 自主点検実施施設：４病院

供体制の確保を図るため ・平鹿総合病院

各種法令等に規定された ・市立横手病院

事項を確認し、必要に応 ・市立大森病院

じて改善を指導する。 ・横手興生病院

６ 医務関係許認 医療機関等の申請等に (1) 病院、診療所、助産所、施術 (1) 受理 １４６件

可等 対し各種法令に基づき適 所、歯科技工所等の開設許可及

正な指導を行う。 び変更等届出の受理

(2) 医療法人の設立・定款変更認 (2) 受理 ９０件

可等の受理

７ 小児救急医療 乳幼児の保護者等に対 (1) 小児救急医療保護者講習会 (1) 小児救急医療保護者講習会

啓発事業 し、小児の急病時の対応 ※新型コロナウイルス感染拡 実施なし

方法等についての講習会 大防止のため未定

を実施するとともに、急

病対応ガイドブックを配

布することにより、小児 (2) 急病対応ガイドブック等の配 (2) 急病対応ガイドブック等の配

の急病時における知識の 布 布

普及啓発を図る。

８ 救命講習会・ 家族など身近な人が重 ＡＥＤによる救命講習会の開催 ＡＥＤによる救命講習会の開催

救命救急研修会 篤な傷病を負った際に、 実施なし

救急車がくるまでの適切

な救急手当の知識・必要

性を県民に普及する。
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（１１）献血関係

事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

献血の推進 県内の医療機関で必要 (1) 献血の目標 (1) 献血の実績

とする全ての血液製剤を 目標：２，０７５人 目標：２，０７８人

献血で確保する。 稼働数：５０台 実績：２，２５１人

（達成率１０８．３％）

稼働数：５１台

（１稼働あたり４６．１人）

(2) 献血啓発事業 (2) 献血啓発事業の実績

①街頭献血キャンペーン ①街頭献血キャンペーン

１２回 １２回

②献血者への謝意 ②献血者への謝意

・知事表彰及び感謝状 ・知事表彰状（献血事業）

・保健所長感謝状 受賞：該当無し

（献血５０回） ・知事感謝状（献血事業）

受賞：該当無し

・保健所長感謝状

（献血５０回）

受賞：１４人

（１２）原爆被爆者対策

事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

原爆被爆者対策 被爆者健康手帳所持者 時期：令和４年７～８月、１１～ 期日：令和３年８月３日

に対し、一般健康診断、 １２月 令和３年１２月１日

がん検診、健康相談を行 場所：平鹿総合病院 場所：平鹿総合病院

う。 内容：一般健康診断、がん検診、 内容：一般健康診断、がん検診、

健康相談 健康相談

※被爆者手帳所持者１名 ※被爆者手帳所持者１名
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【 環境指導課 （環境・食品衛生班） 】

１ 令和４年度の重点事業

（１）高濃度ＰＣＢ廃棄物期間内処理の推進

（２）食品衛生法改正の周知とＨＡＣＣＰに沿った衛生管理導入の推進

２ 事業内容

（１）環境衛生関係

事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

１ 特定建築物の (1) 室内空気環境、貯水 (1) 特定建築物、登録事業者 (1) 特定建築物 ４施設、登録事

衛生的環境指導 槽の清掃など衛生管理 ３施設 業者 なし

状況を監視指導する。

(2) クーリングタワー等 (2) 該当なし (2) 特定建築物 ２施設

についてレジオネラ属 （県内保健所持ち回り） （県内保健所持ち回り）

菌の検査を実施する。

２ 遊泳用プール 遊泳用プールについ 遊泳用プール １施設 １施設

指導 て、秋田県遊泳用プール

衛生管理等指導要綱に基

づき監視指導する。

３ 有害家庭用品 乳幼児用繊維製品、家 ホルムアルデヒド１５検体 該当なし

試買検査 庭用エアロゾル製品等に メタノール３検体 （県内保健所持ち回り）

含まれる有害成分の検査 （県内保健所持ち回り）

を実施する。

（２）温泉関係

事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

温泉保護対策の 温泉の保護と適正利用 温泉利用施設の調査指導等

推進 のための温泉利用施設等 ①許可調査 随時 ①なし

への調査を行う。 ②温泉適正利用調査等 随時 ②なし
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（３）水道

事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

水道施設の整備 水道普及率の向上のた (1) 簡易水道統合整備事業 (1) 簡易水道統合整備事業

促進 めの、中小規模水道の統 なし なし

廃合及び新規水道施設等 (2) 生活基盤施設耐震化事業 (2) 生活基盤施設耐震化事業

の整備促進を図る。 【継続】横手市平鹿、大雄、桑 【継続】横手市平鹿、大雄、雄

ノ木、雄物川地区他 物川地区他

【新規】横手市雄物川地区 【新規】横手市桑ノ木地区

(3) 水道水源開発等施設整備事業 (3) 水道水源開発等施設整備事業

【継続】成瀬ダム建設負担金 【継続】成瀬ダム建設負担金

（４）廃棄物

事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

１ 一般廃棄物適 一般廃棄物の適正処理 一般廃棄物処理施設の監視指導 監視指導

正処理の推進 を図るため、処理施設の ①し尿処理施設 延べ０施設 ①延べ１施設

監視指導等を行う。 ②ごみ処理施設 延べ２施設 ②延べ３施設

③最終処分場 延べ１施設 ③延べ３施設

２ 産業廃棄物適 産業廃棄物の適正処理 (1) 産業廃棄物排出事業所等の調 (1) 調査及び監視指導

正処理の推進 を推進するため、排出事 査及び監視指導

業所、処理業者の監視指 ①特別管理産業廃棄物排出事業所 ①延べ１０３事業所

導を行う。 延べ９０事業所

②産業廃棄物処理施設 ②延べ１８施設

延べ８施設

③産業廃棄物収集運搬業者及び ③延べ５業者

再生利用業者

延べ３業者

(2) 産業廃棄物処理業者の許可等 (2) 許可等件数 ４６件

（５）水質汚濁、大気汚染防止

事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

公害防止対策 環境及びばい煙や汚水 (1) 工場・事業所の監視指導 (1) 監視指導

等発生源の監視指導によ ①大気関係 ３８施設 ①１６施設

り、公害の発生を防止す ②水質関係 ７３施設 ②３９施設

る。 ③ダイオキシン関係 ７施設 ③７施設

(2) 地下水水質検査 (2) 水質検査 ６件

トリクロロエチレン等の調査

４件

(3) 公害苦情に係る相談 (3) 相談件数 １０件
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（６）環境保全

事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

不法投棄未然防 廃棄物の不法投棄を未 (1) 環境監視員による巡回監視 (1) 環境監視員による巡回監視

止啓発活動事業 然に防止するため、関係 監視員：３名 監視員：３名

機関と連携して監視や啓 監視日数：約１３０日 監視日数：１３３日

発等を行う。 (2) 不法投棄未然防止啓発活動事 (2) 不法投棄未然防止啓発活動事

業 業

①横手地域不法投棄防止対策協 ①令和３年７月２７日開催

議会の開催

②不法投棄監視カメラの設置 ②３か所設置

③不法投棄廃棄物撤去啓発事業 ③中止

の実施

(3) 県境地域合同不法投棄パトロ (3) 県境地域不法投棄合同パトロ

ール ール

秋期に実施予定 中止

（７）食品衛生関係

事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

１ 食品衛生監視 食中毒の発生の未然防 (1) 重点監視対象施設に対する監 (1) 監視実施延施設数

指導の強化 止を図るとともに、不良 視目標件数

食品等を排除するため、 ①高度な処理技術を要する製造 ①高度な処理技術を要する製造

秋田県食品衛生監視指導 施設 施設 １６施設

計画に基づき重点監視対 １９施設×２回 ３８施設

象施設を定め、その施設 ②広域に流通する食品等の製造 ②広域に流通する食品等の製造

を中心に監視を行う。 施設 施設 ５３施設

また、特別監視期間等 ８６施設×１回 ８６施設

を定め、集中的に監視や ③大量調理施設等 ③大量調理施設等

啓発を行う。 ・給食施設 給食施設 ４施設

７施設×１回 ７施設

・その他（仕出し等） その他 ５施設

１２施設×１回 １２施設

④食品の流通拠点となる施設 ④食品の流通拠点となる施設

９施設×２回 １８施設 ８施設

⑤大規模な販売施設 ⑤大規模な販売施設

２１施設×３回 ６３施設 ３１施設
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事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

(2) 特別監視期間 (2) 特別監視期間

①春季行楽時の食品衛生強調期 ①春季行楽時の食品衛生強調期

間 間

※新型コロナウイルス感染拡

大防止のため、飲食を伴う

イベントが行われないこと

から期間設定を中止。

②食品安全安心月間 ②食品安全安心月間

実施なし 啓発ポスターの掲示

監視件数 ８８施設

③夏季食品一斉取締り月間 ③夏季食品一斉取締り月間

７月１日～７月３１日 監視重点項目の設定を行わな

かったため、通常の監視指導

を実施。

監視件数 ７７施設

④食品衛生月間 ④食品衛生月間

８月１日～８月３１日 監視件数 ３６施設

⑤年末一斉取締り月間 ⑤年末一斉取締り月間

食品・添加物等 監視重点項目の設定を行わな

１２月１日～３１日 かったため、通常の監視指導

を実施。

監視件数 ４４施設

(3) 重点指導事項

①不衛生、有害有毒な食品の排

除

②食品衛生法の規格基準の適合

③食品等の適正表示

④食品取扱施設の構造設備基準

適合

⑤衛生措置基準の遵守

⑥使用原材料の点検及び確認

⑦HACCPに沿った衛生管理の実

施

(4) 食品の行政検査 (4) 食品の行政検査実績

①細菌学検査 １０９件 ①細菌学検査 １０３件

②理化学検査 ７３件 ②理化学検査 ７０件

③残留農薬検査 ９件 ③残留農薬検査 ７件

④放射性物質検査 ４件 ④放射性物質検査 ４件
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事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

２ 食品衛生自主 食品衛生協会に対する (1) 食品衛生推進員活動の巡回 (1) 食品衛生推進員活動の巡回

管理の推進 指導を行う。 延人数 １６５人 延人数 ２０４人

また、食品の安全性確 （推進員５３人） 指導件数 １，１３６件

保のため、ＨＡＣＣＰに (2) 食品衛生責任者養成講習会の (2) 食品衛生責任者養成講習会の

沿った衛生管理の実施を 開催 実施

指導する。 養成人数 １０２人 人数 ２２４人

実施時期 期日 令和３年６月２９日、

６月、８月、２月 ７月１５日、

１１月１０日、

１１月２４日、

令和４年３月１０日

(3) 食品衛生責任者実務講習会の (3) 食品衛生責任者研修会の実施

開催 状況

研修人数 １０６人 人数 ８２人

実施時期 ７月、１１月 期日 令和３年７月７日、

(4) 食品等の自主的衛生検査の実 １１月１１日

施 (4) 食品等の自主的衛生検査の実

件数 ３９４件 施状況

(5) 腸内細菌検査の実施 検査件数 ２６５件

件数 ３７４２件 (5) 腸内細菌検査の実施状況

(6) 食中毒警報の発令 検査件数 ４，４８８件

(6) 食中毒警報 ４回

(7) 食品安全施策の啓発事業への （ノロウイルス注意報なし）

支援 (7) 食品安全施策の啓発

①食品衛生協会総会

※新型コロナウイルス感染拡

大防止のため中止

②食品衛生指導員部会

総会・研修会

令和３年７月２７日

シャイニーパレス

２９名

③横手市内一斉巡回指導

旧横手管内

(8) 食品調製業者連絡協議会活動 (8) 部会活動の実施状況

の推進 ①総会・食中毒予防祈願祭

・食中毒予防啓発と食品衛生教 施設見学会

育の実施 ※新型コロナウイルス感染拡

大防止のため中止

②研修会

※新型コロナウイルス感染拡

大防止のため中止
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事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

(9) 秋田版ＨＡＣＣＰ認証制度の (9) 秋田版ＨＡＣＣＰ認証の取得

普及・導入指導 状況

・重点監視対象施設への普及啓 管内：３２施設３７件認証

発 （参考）全県：１３８施設

監視時に普及活動を実施 １７４業種

・新規認証及び更新手続きまで

の継続的支援の実施

３ 食品安全啓発 消費者及び食品関係営 (1) 消費者に対する衛生思想の啓 (1) 消費者に対する衛生思想の啓

事業 業者等に対して、食品衛 発普及 発普及

生思想の普及を図る。 ①一日食品衛生監視の実施 ①一日食品衛生監視の実施状況

実施なし

②食品安全地域懇談会の開催 ②食品安全地域懇談会の開催状

況

食品衛生法に関する研修会で

のアンケートの実施

11月17日横手市条里南庁舎

11月30日雄物川コミュニティ

ーセンター

12月10日横手市十文字庁舎

参加者 １０１名

③手洗い教室 ③手洗い教室の実施

管内学校・事業所等 ５回

１２６名（衛生講習会含む）

④食品に関する相談窓口 ④食品に関する相談２１９件

・食中毒予防、不良食品等

・食品表示については、生活

センター南部消費生活相談

室との連携により対応。

⑤情報の提供 ⑤情報の提供

・食中毒予防チラシの配布 ・ノロウイルス予防、食中毒

・地域新聞、横手市報への関 予防等チラシ配布

連記事掲載依頼 ・消費者等への食品衛生教育

・消費者等に対する食品衛生 ７回 １４３名

教育の実施

(2) 営業者等に対する衛生思想の (2) 衛生教育の実施（総計）

啓発普及・食品衛生教育の実施 ２１回 ７２１名
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（８）狂犬病・死亡獣畜関係

事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

１ 狂犬病予防対 犬による狂犬病の発生 (1) 登録及び予防注射の推進 (1) 登録及び予防注射の推進

策の推進 を防止するため、市町村 目標注射頭数 ２，５００頭 登録原簿総数 ２，６７５頭

並びに獣医師会と連携し 目標予防注射実施率 ８５％ 予防注射頭数 ２，０６１頭

、登録及び予防注射を推 啓発用リーフレット等の配布 予防注射実施率 ７７．０％

進する。

(2) 狂犬病予防担当者会議の開催 (2) 狂犬病予防担当者会議の開催

期日：令和４年７月６日 期日：令和３年４月２６日

会場：横手保健所研修室 会場：横手保健所研修室

横手保健所職員、横手市職員 横手保健所職員、横手市職員

秋田県獣医師会が出席 秋田県獣医師会事務局が参加

２ 犬による危害 犬による危害の発生を (1) 犬取締り車、飼い犬指導車等 (1) 取締り・指導実績

防止対策・適正 防止するため、捕獲等を による取締り、指導 公用車運行回数 ３２回

飼養の推進 実施するとともに犬猫の 苦情・相談 ２３件

正しい飼い方について啓 捕獲頭数 １頭

発を行う。 飼い犬返還頭数 １頭

引き取り頭数 １頭

(2) 広報活動 (2) 広報活動

・市報等への掲載依頼 ・市報に狂犬病予防注射、適正

飼養啓発の記事掲載

・しつけ方教室

市報１回、新聞１回、情報誌

２回、教室開催のチラシ５０

枚配布

(3) ワンちゃんのしつけ方教室in ・適正飼養、人獣共通感染症予

横手の開催 防のチラシ５０枚配布

期日：令和４年１０月 (3) ワンちゃんのしつけ方教室in

よこて

期日：令和３年１０月２３日

場所：平鹿地域振興局公用車

(4) 動物愛護フェスティバルに対 車庫内

する協力 参加：１９名（犬５頭）

※動物愛護週間 (4) 動物愛護フェスティバルあき

９月２０日～９月２６日 た2021への参加

なし

３ 死亡獣畜取扱 死亡獣畜取扱場の適正 市と連携を図りながら監視指導 死亡獣畜取扱場監視

場に対する指導 な衛生管理指導 を実施

死亡獣畜取扱場：埋却場３カ所 埋却場 なし

一時保管１施設 一時保管 なし
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（９）生活衛生関係

事 業 名 事 業 内 容 ４年度計画 ３年度実績

生活衛生関係営 衛生措置基準遵守のた (1) 監視指導施設 (1) 監視指導実施延施設数

業施設の監視指導 め、主要施設の監視指導 ①旅館 ４６施設 ①旅館 ８施設

を行う。 ②公衆浴場 ２０施設 ②公衆浴場 ６施設

計１４施設

(2) 行政検査 (2) 行政検査

①レジオネラ属菌検査 ３施設 ①レジオネラ属菌検査 ４施設

②公衆浴場水質検査 １施設 ②公衆浴場水質検査 ０施設
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８ 振興局重点施策推進事業

振興局重点施策推進事業とは、地域振興局長が自らの創意工夫により主体的な予算
編成を行うものであり、重点施策推進方針に基づく「地域施策推進事業」と「振興局
調整費」があります。

令和４年度計画 令和３年度実績

●該当事業なし ●該当事業なし

-48-



令和４年４月現在

相  談　項　目 相 談 日 受 付 時 間 内               容

一般健康相談 月 ～ 金 8:30～17:00 健康増進と体に関する相談

感染症に関する相談 月 ～ 金 8:30～17:00
インフルエンザ、ノロウィルス等
の感染症に関する相談

Ｂ型、Ｃ型肝炎ウイル
ス相談・検査

第 ３水 曜日
（ 原 則 ）

10:00～11:30
（予約制）

Ｂ型、Ｃ型肝炎ウィルス相談と検
査

エイズ・性感染症相
談・検査           

第 ３水 曜日
（ 原 則 ）

10:00～11:30
17:30～18:30
（予約制）

エイズ・性感染症（梅毒、クラミ
ジア）についての相談及び検査
※ 匿名でも受け付けます

新型及び鳥インフル
エンザに関する相談

月 ～ 金 8:30～17:00 人の健康に関する相談

骨髄バンクドナー登録
（骨髄提供希望者登録受付）

第 ３水 曜日
（ 原 則 ）

10:00～11:30
（予約制）

骨髄バンク登録希望者のドナー登
録

薬物乱用防止相談 月 ～ 金 8:30～17:00
麻薬・覚醒剤・シンナー等の薬物
乱用防止及び医薬品に関する相談

医師による精神保健
相談

第 ２・ 第４
水 曜 日

14:00～16:00
（予約制）

酒害・アルコール症を含む心の健
康相談、高齢者の心の健康相談

精神保健相談 月 ～ 金 8:30～17:00
酒害・アルコール症を含む心の健
康相談、高齢者の心の健康相談

障害を理由とする差別
に関する相談

月 ～ 金 8:30～17:00
障害を理由とする差別や対応につ
いての相談

一般福祉相談 月 ～ 金 8:30～17:00
生活保護、知的障害等に関する相
談

家庭児童相談 月 ～ 金 8:30～17:00　
家庭相談員による児童療育に関す
る相談

女性相談 月 ～ 金 8:30～17:00
女性相談員による配偶者暴力（Ｄ
Ｖ）その他の女性の様々な不安・
悩みに関する相談

母子・父子相談 月 ～ 金 8:30～17:00　
母子・父子自立支援員による母
子・父子家庭の生活に関する相談

食品衛生・安全相談 月 ～ 金 8:30～17:00 食品の安全・安心に関する相談

環境公害相談 月 ～ 金 8:30～17:00
環境衛生、公害及び廃棄物等に関
する相談

犬・猫に関する相談 月 ～ 金 8:30～17:00
動物愛護、狂犬病予防に関する相
談

９　総　合　相　談　業　務

-49-



秋田県平鹿地域振興局福祉環境部

〒０１３－８５０３ 秋田県横手市旭川一丁目３番４６号

電 話 （０１８２）－４５－６１３７

ＦＡＸ （０１８２）－３２－３３８９


